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図 3 定常磁場 (0.68T)中のゾウリムシの泳ぎ軌跡
形成している｡このような重合
体の場合､強い磁場の中に置か
れると構成ユニットの反磁性が
加算され､重合体の長軸方向に
外部磁場と反対向きの反磁性が
生まれる[3]｡ゾウリムシは､数千本の繊毛が細胞表面に並んで生えているので､反磁性が
さらに加算されゾウリムシの泳ぎに影響することが予想される｡またゾウリムシの細胞膜直
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下には､ トリコシストと呼ばれる一種の刺胞 (ビール箱型の袋の中に蛋白ユニットが準結晶
状態につまっている)が細胞膜の面に対し垂直向きに多数配列しており､これも反磁性を持
つことが予想されるOそこでゾウリムシから繊毛 (長さ10Lm)とトリコシスト(長さ4けm)
を分離して集め､それぞれ 0.78Tの定常磁場の中に入れ顕微鏡で観察した｡すると､繊毛
とトリコシストは､ブラウン運動のために常にその向きを変動させているが､一定時間に多
数の繊毛とトリコシストの磁場方向に対する角度を測定しその分布を調べると､いずれもそ
の長軸を磁場と平行にして並ぶものが多数を占めた (図4)O
(A)繊毛 (ら)トリコシスト
図5 繊毛とトリコシス トの反磁性とゾウリムシの泳ぎ
ゾウリムシは一匹あたり数千本の繊毛とトリコシストを持ち､細胞の形は細長い楕円体に近
く､繊毛とトリコシストの大部分は細胞の長軸に対し垂直方向に向いている｡したがって､
定常磁場の中で織毛とトリコシストが磁場と平行方向に並ぼうとすると細胞の長軸は磁場と
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垂直方向に向くと安定な状態になるので､自発的な方向変換をしない条件下で直進して泳ぐ
ゾウリムシは､磁場方向に対し徐々に垂直方向に向かう泳ぎになると考えられる (図5)0
ところが､変動磁場中 (0.65T､60Hz)でもゾウリムシは磁場と垂直方向に泳ぐかどう
かを試したところ､泳ぎの向きは全く影響されなかった｡定常磁場の場合には､0.6Tでも
磁場方向と垂直の向きに泳ぐので､交流磁場の強度が低いせいで泳ぎの方向が影響されなか
ったというわけではない｡変動磁場では磁場の向きが常に変動しており､ゾウリムシ細胞に
生じた反磁性も常に変動するため泳ぎの向きを変えるほどの力にはならないのであろうか｡
しかし､変動磁場であっても磁場方向は変わらないので､定常磁場と同じく磁場と垂直向き
に泳ぐように反磁性は働くと予想されるが､そうはならなかった｡変動磁場と定常磁場との
影響を比較すると､まだよく分からない問題が残されている｡
ゾウリムシの泳ぐ向きを変える定常磁場の強さは地球磁場の約 1万倍である｡これほどの
強い磁場は普通自然界で出会うことはないので､ゾウリムシの泳ぎ方が変化したからといっ
てゾウリムシは磁場を感じているとは言えないし､生理的に意味のあることでもない｡しか
し､超伝導磁石などの設置された人工的な磁場環境下では､細胞とか細胞内′J､器官が磁場に
よって配行する可能性があることを示している｡
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